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『
狭
衣
物
語
』

の

「
宮

の
中
将
」
を
め
ぐ

っ
て後

藤

康

文

注
1

「
狭
衣
物

語
」

に
は
、
二
人

の

"宮

の
中
将
"
が
登
場
す

る
。
即
ち
、
「
式
部

卿
宮

の
中
将
」

と

「
中
務
宮

の
中
将
」
と
が

そ
れ

で
あ
る
。
本
稿

に
お
い
て
、

私

は
、

こ
の
二
人

の

"宮

の
中

将
"
を
め
ぐ

っ
て
、
そ
こ
に
些
か

の
矛
盾
を
看

取

で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
を
論
じ

て
み
た
い
と
思
う
。

焦
点
と
な
る
の
は
、
巻

三
の
終
わ
り
に
登
場
す
る

"宮

の
中
将
β
で
あ
る
。

あ
く
が
る

ゝ
我
魂
も
か

へ
り
な
ん

思
ふ
あ
た
り
に
結
び
と
ゞ
め
ば

な
ど
、
手
習
に
す

さ
び
給
ふ
程
に
、
宮

の
中
将
、
参
り
給
。
紫
苑
色

の
御
衣

ど
も

の
な
よ
ら
か
な
る
に
、
草

の
か
う
の
織
物

の
指
貫
ば

か
り
着
給

て
、
物

あ
は
れ
に
思
し
た
る
気
色

に
て
、
眺
め
臥

し
給

へ
る
さ
ま
の
、
言

ふ
か
た
な

く
、
め

で
た
く
見
え
給
に
、
人
知
れ
ず
思
ひ
扱

は
る

ゝ
人

の
御
事
、
ま
つ
思

出

ら
れ

て
、

こ
の
御
方

の
塵
と
も
な
さ
ま
ほ
し
く

て
、
こ
の
御
手
習
を
見
る

ま

ゝ
に
、

た
ま
し

い
の
通
ふ
あ

た
り

に
あ
ら
ず
と
も

結
び
や
せ
ま

し
し
た
が
ひ
の

つ
ま

(日
本
古
典
文
学
大
系

注
2

巻

三

P
鎚
～
訓
)

狭
衣
が
、
例

に
よ

っ
て
、
女

二
宮
や
源
氏
宮

へ
の
執
着
か
ら
ひ
と
り
歌
を
書

き
す
さ
ぶ
と
こ
ろ

へ
、

「宮

の
中
将
」
が
現
わ
れ
、

二
人
が
中
将

の
妹

の
姫
君

を
め
ぐ

っ
て
、
や
り
と
り
を
交
わ
す
場
面
が
、
暫
く
続
く
。
右

は
、

そ
の
発
端

に
あ
た
る
部
分

で
あ
る
が
、

こ
こ
は
、
巻
四
に
は
い

っ
て
か
ら
展
開

さ
れ
る
、

式
部

卿
宮
の
姫
君
を
軸
と
し
た
形
代
物
語
を
導
く
、

い
わ
ば
伏
線

の
如
き
役
割

を
果
た
す

こ
と
に
な
る
。
従

っ
て
こ
の

「
宮
の
中
将
」
は
、
従
来

の
注
釈
書
が

注
3

解
す
る
よ
う
に
、

「
式
部

卿
宮

の
中
将
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在

、
完

成

さ
れ
た
形
と
し

て
の
全

四
巻
を
鳥
臓
す
る
限

り
に
お

い
て
、

こ
の
こ
と
は
自

明
で
あ
り
、
そ
こ
に
何
ら
問

題
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。

と

こ
ろ
が
、

こ
れ
を

一
旦
、
巻

三
ま

で
が
執
筆

さ
れ
た
時
点

に
ま

で
潮
ら
せ

て
考
え

て
み
る
と
、
事
は
些
か
異

っ
た
趣
き
を
呈
す
る

の
で
は
な
い
か
。

つ
ま

り
、
巻
三
ま
で
の
物
語

の
展
開
内
容
だ
け
か
ら
判
断
す
る
時
、
果
た
し

て
こ
の

「
宮

の
中
将
」
を
、
作
者

は
初
め
か
ら

「式
部
卿
宮

の
中

将
」

の

つ
も
り
で
書

リー一



い
た
の
だ

ろ
う
か
、
と

い
う
疑
念

が
湧

い
て
く
る
の
を
禁
じ
得
な

い
の
で
あ
る
。

私
は
む
し
ろ
、

こ
の

「
宮

の
中

将
」

は
、
も
と
も
と

「
甲
務
宮

の
中

将
」

の
筈

で
は
な
か

っ
た
か
と
考
え
る

の
だ
が
、

こ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
以
下
少
し
く
私

見
を
述

べ
る
。

な
お
、

こ
れ
に
先
立

っ
て
、
次
の
こ
と
を

お
断
わ
り
し
て
お
き

た
い
。
周
知

の
通
り
、

『狭

衣
物

語
」
は
、
そ

の
享
受

の
過
程

に
お

い
て
、
か
な
り
早

い
時

期

よ
り
本
文
改
変
が
行

わ
れ

て
、
現
在
残

る
伝
本

は
、
お
よ
そ
三

つ
の
大
き
な

系
統

に
分
類

で
き
る
と
は
言
え
、
本

文
異
同

の
情
況
は
、
実

に
複
雑
多
岐

に
わ

た

っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
三
系
統
の
う
ち
、
特

に
第

一
系
統

.
第

三
系
統

の

い
ず
れ
が
原
本

に
近

い
の
か
、
未
だ
完
全
に
決
着

が
付

い
て
い
る
と
は
言
え
な

い
よ
う

で
あ
る
。
従

っ
て
、
諸
本

に
共
通
す
る
本
文

に

つ
い
て
は
問

題
な
い
が
、

取

り
扱

う
部
分

に
異
同
が
あ
る
場
合

に
は
、
明
ら
か
に
対
象
か
ら
除
外
し

て
よ

い
と
思
わ
れ

る
異
同
本

文
は
、
適
宜

こ
れ
を
切
り
捨

て
な
が
ら
も
、
簡
単

に
判

断
で
き
な
い
も

の
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ら
を
併
置

し
て
考
慮
し
、
最
大
公
約
数

を
踏
ま
え
て
論
を
進
め

て
行

く
こ
と

に
し
た

い
。

二

巻

三
が
閉
じ
ら
れ
た
段
階

で
、
先
の

「宮

の
中
将
」
が
、

い
ず
れ

の
人
物

で

あ

っ
た
の
か
を
判

断
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
、

そ
れ
以
前
に
お
い
て
現
わ
れ
る

"宮

の
中
将
"

の
様
相
を
、
調

べ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
初
め

に
、

巻

一
・
巻

二
か
ら

"宮

の
中
将
"
が
登
場

す
る
部
分
を
、
仮

り
に
日
本
古
典
文

学
大
系
本

に
よ

っ
て
引
用
呈
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お

い
て
、
問

題
と
な
る
箇
所

の
異
同
を
、

「
校
本
狭
衣
物
語
」
巻

一
・
巻

二
所
収

の
諸
本

及
び
細
川
文
庫
本

注

4

を
以

っ
て
、

一
覧

表

に
し

て

み

た

い
。

A
春
宮
、

「
興
あ

る
こ
と
」
と
の
た
ま

は
せ

て
、
さ
ま
ぐ

の
禦

ど
も
、
笛

な
ど
を
し
渡

さ
せ
給
。
中
納
言
に
琵
琵
、
兵

衛
督
に
箏
の
琴
、
宰
相

の
中

将

和
琴
、
源
中
将
横
笛
、
式
部

卿
の
宮

の
少
将
笙

の
笛

な
ど
賜
は
す
。
ロ
ハゑ
,
の

名
高

き
上

手
ど
も
な
る

べ
し
。

(巻

一

P
42
)

B

「
い
さ
や
、
か
の
后

の
宮

に
あ
り
け
る
伯

の
君

の
女

は
、

か
こ

つ
べ
き
故

や

あ
り
け
ん
。
母
亡
せ

て
後
、

あ
は
れ
に

な
ん
あ

り

け
る
に
、

か

の
上
の
、

「
「
つ
れ
　
＼

の
慰
め

に
せ
ん
』
と
て
、
迎

へ
給

ふ
べ
き
」
と

こ
そ
は
あ
ん

め
り
し
か
。
さ
や
う
の
料

に
や
あ
ら
ん
。
男
子

の
、
あ
や
し
き
も
あ
ん
な
れ

ど
、
宮

の
少
将

(
に
)
似
た
り
と
て
、
か

の
中
務
の
宮

の
、
子

に
し
給
ふ
と

聞
き
し
か
ど
、
さ
も
あ
る

べ
き
や
う
は
あ
り
け
ん
」

(巻

一

P
77
～

聡
)

C
中
務

の
宮

の
少

将
と
言
ひ
し
、
今
は
三
位

の
中
将
、

こ
の
頃
、
殿
上
人

の
中

に
、
何
事
も
勝
れ
た
る
も

の
に
思
は
れ
た
る
、

こ
の
殿
に
人

よ
り
も
仕
ま

つ

り
馴
れ
ま

ほ
し
き
も
の
に
思
聞
え
さ
せ
た
れ
ば
、
か

ゝ
る
御
供

に
も
を
く
れ

ず
参
り
給
。
中
宮

の
御
叔
父

の
式
部

卿
の
御
ゆ
か
り

に
、

こ
の
方

々
に
も
、

他
人
よ
り
は
睦
び
聞
え
申

給
て
、
大
将
殿
の
御
有
様
も
、
な

つ
か
し
く
な
つ

さ
は
ま
ほ
し
さ
に
、
明
暮
、
立
ち
添
ひ
聞

へ
た
る
ば
か
り
を
、
猶

え
振

り
捨

て
給
は
ず
な
り
ぬ
る
。

(巻

二

P
㎜
～

蹴
)

砲

う
き
舟
の
た
よ
り
と
も
見

ん
わ
た

つ
海

の

そ
こ
と
教

へ
よ
跡
の
白
波

あ

は
れ
」
と
、
ひ
と
り
こ
ち
給
て
、
「
是
人
命

終
当
生
初
利
天
上
」
と
、
う
ち

あ
げ
給

へ
る
も
、

「山

の
鳥
獣
と
言
ふ
ら
ん
も

の
も
耳
立

つ
ら
ん
か
し
」
と
、

う2幽



尊
く

い
み
じ
き

に
、
あ
る
限

り
賎

の
男
も
う
ち
し

ほ
れ
ぬ

べ
き
に
、

い
と

ゴ

三
位
中
将
は
、
し
ほ
く

と

う
ち
泣
き
給
け
る
。

(
巻
二

P
㎜
)

C
三
昧
堂

の
方

に
、
い
み
じ
う
功
人
り
た
る
声

の
、
少
し
枯
れ
た
る
し

て
、
千

手
経
を
ぞ
読
む
な
る
、

「
菩
提
の
因

と
な
ら
ん
」
と
い
ふ
所

の
、
中

に
、
耳

と
ま
り
給

に
、
宮

の
中
将
、
谷
に
む
か
ひ
た

る
勾
欄
に
押
し
か

ゝ
り

て
、
思

ひ
澄
ま
し
た
る
に
、

い
み
じ
う
あ
は
れ
が
り

て
、
「
い
か
や
う
な
る
僧
ぞ
」
と
、

見
せ

に
遣
り
た
る
に
、

「
片
目
悪
し
き
僧

の
、

い
み
じ
う
あ

は
れ
げ
な
る
に

候
ひ
け
り

」
と
申

せ
ば
、
呼

び
に
遣
ら

せ
給

へ
り
。

(巻

二
P
脚
～
皿
)

A
は
、
天
稚
御
子
事
件
が
起

こ
る
夜

の
、
宮
中
管
弦
の
場
面

で
あ
る
が
、

こ

こ
で
笙

の
笛
を
受
け
持

つ
人
物

は
、
深
川
本
等
八
本

に
お

い
て
は

「式
部
卿
宮

の
少
将
」
で
あ
る
が
、
置
吻
他

の
諸
本

で
は

(
「中
務
宮
」
と
あ
る
若
干

の
伝

本
及
び
前
田
本
を
除

い
て
)

「中
務
宮

の
少

将
」

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本

に
よ

っ
て
異
る
人
物
が
登
場
し
て
い
る
と

い
う
こ
と

は
、
伝
来

の
過
程
で
、

い

ず
れ
か
が
い
ず
れ
か

に
書

き
改
め
ら
れ
た
と
見

倣
す

べ
き

で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、

こ
れ
を
三
谷
栄

一
氏

の
伝
本

研
究

の
成

果

に
照
ら
し

て
み
る
と
、
概

ね
、
第

一

系
統
及
び
第

一
.
第

三
両
系
統

の
混
合
本
が
「
式
部
卿
宮
の
少
将
」
、
第

二
系
統、

以
下
の
諸
本
が

「中
務
宮

の
少
将
」
と

い
う
本
文
を
有
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ

三
谷
氏

の
所
論
に
拠

っ
て
、
第

一

/
巻

一

巻

二

A

B

q

伽

Q

深

川

本

毒

卿
官
の
少
五

宮

の

少

将

平

出

本

式
部
卿
宮
の
少
将

宮

の

少

将

内

閣

本

三

部
卿
宮
の
少
将

宮

の

少

将

為

秀

本

下

務

宮

宮

の

中

将

為

相

本

中
務
宮
の
少
将

宮

の

少

将

蓮

空

本

一
嘉

卿
募

少
将

宮

の

少

将

大

島

本

式
部
卿
宮
の
少
将

ナ

シ

細

川

本

中

務

宮

ナ

シ

鈴

鹿

本

式
部
卿
宮
の
少
将

宮

の

中

将

雅

章

本

式
部
卿
宮
の
少
将

宮

の

中

将

宮
内
庁
四
冊
本

式
部
卿
宮
の
少
将

宮

の

中

将

四

季

本

中
務
宮

の
少
将

宮

の

少

将

ナ

シ

三

位

中

将

「
三

位

中

将

マ

の
中

凧

か

の

中

務

宮

頭

中

将

宮

の

中

将

マ

の

中

将

系
統
が
原
本

の
姿

に
近

い
と
す
れ

ば
、
原
形
は
、
或

は

「
式
部

卿
宮

の
少
将
」
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

け
れ
ど
も
今

は
、
先

に
述

べ
た
よ

う
に
、
伝
本

に
よ

っ
て
両
者

の
場

合
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く

に
と
ど
め
、
次
項

へ
移
り
た
い
。

B
は
、
今
姫
君

の
引
き
取

り
に

関
す
る
堀

川
上

の
発
言

で
あ
る
。

こ
の
部
分

、

「
宮

の
少
将
」

に
関

し

て
は
、
諸
本
だ

い
た
い

一
致
し

て
い
る
の
で
、

こ
れ
に
従

っ
て
よ

い
と
思
わ
れ
る
が
、

「
か
の
中
務

の
宮
」

に

つ
い
て
は
、
深
川
本
は

こ
れ
を
全
く
欠
き
、
内
閣
本
等
十

一3一

か

の

申

務

宮

頭

中

将

宮

の

中

将

宮

の

中

将

か

の

宮

{

[

か

の

宮

三

位

中

将

三

位

中

将

宮

の

中

将

か

の

三

三

位

中

将

三

位

中

将

申

将

宮

頭

中

将

τ

の

申

将

宮

の

中

将

中

務

宮
盲

中

将
[
宮

の

中

将

う
宮

の

中

将

か

の

申

務

宮

丁
二

位

中

将

三

位

中

将

中

将

か

の

中

務

宮

了

中

将

頭

中

将

中

将

か

の

中

務

宮

頭

中

将

頭

中

将

中

将

か

の

中

務

昏

▽

中

将

宮

の

中

将

宮

の

中

将



宝

玲

本

文

禄

本

三

条

西

本

宮
内
庁
三
冊
本

松
井
三
冊
本

吉

田

本

鎌

倉

本

京
大
五
冊
本

竹

田

本

武

田

本

東

大

本

竜

谷

本

中

田

本

松

浦

本

押

小

路

本

鷹

司

本

黒

川

本

中
書

の
少
旦

宮

の

少

将

か
の
中
務
旦

頭

中
薯

の
少
旦

宮

の

少

将

一
か
の
中
薯

中
務
宮

の
少
将

一
宮

の

少

将

中
務
宮
の
少
将

中
務
宮
の
少
将

中
務
宮
の
少
将

中
務
宮
の
少
将

中
務
宮
の
少
将

宮

の

少

将

宮

の

少

将

宮

の

少

将

宮

の

少

将

宮

の

少

将

一
中

霧

亙

宮

の

少

将

中
務
宮
の
少
旦

宮

の

少

将

中
務
宮
の
少
将

宮

の

少

将

中
薯

の
少
将

一
宮

の

少

将

中
務
宮
の
少
将

中
務
宮
の
少
将

宮

の

少

将

宮

の

少

将

二
霧

宮
の
少
将

一
宮

の

少

将

一
中
薯

の
少
将

一
霧

宮
の
少
将

古

活

字

本

一
中
務

宮
の
少
将

承

応

版

本

為

家

本

前

田

本

高

野

本

平

瀬

一
霧

宮
の
少
将

中
務
宮
の
少
将

一
ナ

シ

王
-
/

一 宮

の

少

将

宮

の

少

将

宮

の

少

将

宮

の

少

将

冨

か
の
中
癌
互

か

の

宮

一
頭

か

の

宮

か

の

中

務

宮

か

の

中

務

宮

か

の

中

務

宮

か

の

中

務

宮

か

、

の

一
頭

中

旦

宮

の

中

将

一
宮

の

中

将

中

将

申

将

中

将

三

位

中

将

「
三

位

中

将

三

位

中

将

一
三

位

中

将

宮

一
頭

中

菅

の

中

将

一
宮

の

中

将

一一
宮

の

申

将

一
宮

の

中

将

宮

の

申

将

一
宮

の

中

将

二

位

中

旦

中

三

位

中

将

}
中

三

位

中

将

中

三

位

中

将
下

旦

宮

の

中

将
一
中

か

の

宮

顧

中

将

か

の

三

頭

か

の

宮

申

宮

の

中

旦

中

将

一
宮

の

中

将

三

位

中

将

か

の
中

務

三

三

位

中

将

か

の

中

務

宮

宮

の

中

将

三

位

中

将

中中中

三

位

中

将

一
三

位

中

将

一
中

か

の

中

務

宮

一
三

位

中

将

か

の

宮

か

の

一
三

位

中

将

宮

一
三

位

中

将

下

の

宮

宮

の

中

旦

か

宮

の

少

将

一一

の

,
宮

か

の

宮

三

位

中

将

三

位

中

将

一
中中

三

位

中

将

一
中

三

位

中

将

一
三

位

中

将

頭

申

冨

旦

三

位

.
中

将

中

将

}

(落

丁
)

一
頭

中

将

中
(落

丁
)

将

一
宮

の

中

将

了

将将将将将将将

一

将将将将将将将

一
宮

の

中

将

一
中

一

(落

丁
)

将

}
宮

の

中

将

六
本

に
は

「
か

の
中
務
宮
」
、
古

活
宇
本
等
十
四
本

に
は
「
か
の
宮
」

と
記

さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
ら
相
互

の
関
係
に

つ
い
て
は
、
意
識
的

な

改
変

の
ほ
か
、

た
と
え
ば
、
注
記

の
混
人

や
本
文
脱
落

の
可
能
性
な

ど
に
よ
る
先
後

が
、
考
え
ら
れ
る

か
も
知

れ
な

い
が
、

こ
こ
で
は

一

切
不
問

に
付
す
と
し

て
、
そ
れ
ぞ

れ

の
場
合

に

つ
い
て
、
A
項

と
の

関
連
が
ど
の
よ
う

に
解
釈
で
き
る

か
を
考
え

て
み
た
い
と
思
う
。

初
め

に
、

「
か
の
宮
」
と
あ
る

諸
本

及
び
深
川
本

に
つ
い
て
。
ま

ず
、

「
か
の
宮
」

の

「
か
の
」
と

い
う
表

現
は
、
普
通

に
は
、
読
者

に
と

っ
て
既
知
の
人
物
を
指
す
と

と
れ

る
わ
け

で
、

こ
こ
で
は
、
直

前

の

「宮

の
少
将
」
の
父
親

で
あ

る
と
い
う
こ
と

に
よ

っ
て
、
具
体

的

に
は
規
定

さ
れ
る
筈

で
あ
る
。

そ
し

て
そ
の
場
合
、

こ
の

「
宮
の

少

将
」
も
、
自
然
に
読
む

な
ら
ば
、

こ
こ
で
新
た

に
登
場
し
た
人
物
と

は
考
え
に
く
く
、
ま
た
、

こ
れ
ま
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で
に
複

数

の
,宮

の
中
将
'
が
出

て
来

て
い
る
わ
け
で
も
な

い
か
ら
、

A
項

で
既

注
9

出

の

〃
宮

の
中
将
"
と
同

一
人
物
と
判
断
さ
れ
る
と
思
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え

る
と
、
こ
れ
ら
諸
本

の
う
ち
、
純
粋

に

「
宮

の
少
将
」
=

「
式
部

卿
宮
の
少
将
」

(
「
か

の
宮
」
=

「
式
部
卿
宮
」
)
と
判
断
さ
れ
る
の
は
、
蓮
空
本

と
、

「
か

の
宮
」
は
欠
く
が
同
様

に
考
え
ら
れ
る
深
川
本

の
二
本

と
い
う

こ
と

に
な
る
。

注
10

そ
し
て
、

そ
の
ほ
か
の

「
か

の
宮
」

と
あ

る
諸
本
は
、

一
本
を
除

い
て
、
す

べ

て

「
中
務
宮

の
少

将
」

(
「
か

の
宮
」
=

「
中
務
宮
」
)
と
見
倣
さ
れ
る
と
思

う
。次

に
、

「
か

の
中
務
宮
」
と
あ
る
諸
本

で
あ

る
が
、

こ
の
場
合

は
、
A
項

で

「
甲
務
宮

の
少
将
」
と
あ

っ
た
本

に
お
い
て
は
貞

「
宮

の
少

将
」
=

「
中
務
宮

の
少
将
」
と
考
え
て
差
し
支
え
な

い
が
、
同
じ
く

「
式
部

卿
宮

の
少
将
」
と
あ

っ
た
本

(内
閣
本
等

五
本
)

で
は
、

こ
こ
に
お
い
て
、
も
う
ひ
と
り
別

の

「
宮

の
少

将
」
を
登
場
さ
せ
て
い
る
、
と

い
う
解
釈
が
成
り
立

つ
。

以
上
、

A

・
B
両
項
を
纏
め

る
と
、

こ
こ
ま

で

(巻

一
)
で

「
式
部
卿
宮

の

少

将
」

の
み
登
場
す
る
本

は
、
深
川
本

、
蓮
空
本

の
二
本

に
、

B
項

の
該
当
部

分

を
欠
く
大
島
本
を
加

え
て
三
本
、
両
方
出

て
来
る
本

は
、
内
閣
本
等
五
本

、

注
11

そ

の
ほ
か
の
諸
本

で
は
、

「中
務
宮

の
少
将
」

の
み
姿
を
現
わ
し
て
い
る
と

い

う

こ
と
に
な
る
。

(
巻

一
に
は
、
あ
と

一
回

"宮

の
中
将
"
が
出

て

来

る

が

《
P

89
～
90
》
、

こ
れ
は
B
項

の
内
容

の
反
復
で
あ
り
、
論

に
は
影
響
し
な

い

と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
省
略
す
る
。
)

巻

二
に
は
い

っ
て
、

.
宮
の
中
将

"
が
姿
を
見
せ
る
の
は
、
巻
末
近
く
物
語

第
四
年

の
こ
と

で
、
狭
衣
の
粉
河
詣

で
に
随
行

す
る
人
物
と
し

て
登
場
す

る
。

引
用
本
文
C
～

C
が

そ
れ
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
C
に
お
け
る

"
宮
の
中
将

"
に

関
し

て
は
、
諸
本

み
な

「中
務
宮

の
少
将
」
と
な

っ
て
お
り
、

こ
れ
を
以

っ
て

原
形
と
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と

い
う

こ
と
は
、

こ
れ
ま

で
全

く

「中
務
宮

の
少
将
」
が
現
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
、
深
川
本
、
蓮
空
本

、
大
島
本

に
も
、

こ

こ
に
至

っ
て
は

っ
き
り
と
、
「
式
部
卿
宮

の
少
将
」
と
は
別
人

の

"宮

の
中
将
'

が
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、

そ
れ
以
外

の
本

で
は
、

こ
れ
ま
で
二
回
乃
至

三
回

に
わ
た

っ
て
点
出
し
て
来
た

こ
の
人
物
を
、

改
め

て
正
面
か
ら
紹
介
し

て

い
る
と
解
釈

で
き
る
。

と

こ
ろ
で
、

こ
の
条

に
お
い
て
、

「
中
務

宮
の
中
将
」
が
、
そ

れ

ま

で

の

"宮

の
中

将
"
と
は
比
較

に
な
ら
な
い
ほ
ど
詳
し
く
描
出

さ
れ

て
い
る
点

は
、
重

視
す
る
必
要

が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
即
ち
、
巻

一
の

"宮

の
中

将
"
は
、

い

ず
れ
も
、
そ
の
人
物

に

つ
い
て
の
具
体
的
な
叙
述

も
な
け
れ
ば
言
動
も

な
く
、

点
出

に
過
ぎ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は

「中
務
宮

の
中
将
」

が
、
特

に
秀
逸
な
殿
上
人

と
し

て
世

評
が
高

か

っ
た

こ
と
、
堀
川
方
を
敬
慕
し
て
日
頃

か
ら
近
侍
し
て
い
た
こ
と
、
特

に
狭
衣

に
は
、

「
な

つ
か
し
く
な
つ
さ
は
ま

ほ

し
さ
に
、
明
暮
が
立
ち
添
」
っ
て
い
た
こ
と
等
が
述

べ
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

更

に
、
作
者
が
、
狭
衣

の
粉
河
詣

で
に
あ

た

っ
て
、
そ
の
従
者

の
代
表

に
こ
の

人
物
を
選
び
、
わ
ざ
わ
ざ

こ
の
よ
う
に
ク

ロ
ー
ズ

・
ア
ッ
プ
し
、
粉
河
で
の
シ

ー

ン
に
お
い
て
は
、
か
な
り
重
要
な
役
割
を
担
わ
せ

て
い
る
と

い
う
事
実

は
、

巻

一
の

"宮

の
中
将
"
が
、
も
と
も
と
い
ず
れ

の

"
宮
の
中
将

"
で
あ

っ
た
か

に
拘
ら
ず
、

こ
こ
に
お
い
て

「
中
務
宮

の
中
将
」
が
、
そ
れ
ま

で
と
は
段
違
い

の
比

重
で
扱
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
物
語
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

そ
し

て
そ

の
こ
と
は
、
読
者

の
側

に
は
、

か
な
り
詳
明
な
印
象
と
な

っ
て
反
映
し
た
と
思

わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
以
上

の
点
を
踏
ま
え
た
上

で
、
最
初

に
掲
げ
た
巻

三
の
例
に
立

ち
戻

っ
て
、
考
察
を
加

え
た
い
。
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三

来

て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
中

で
特
に
注
意
す

べ
き
な
の
は
、
巻

二
の
女
二
宮
垣

間
見
の
条

に
お
け
る
、
女
房
達

の
噂
話
の
部
分

で
あ
る
。

さ
て
、

こ
こ
で
改
め
て
問
題

の

「
宮
の
中
将
」
を
眺
め
る
時
、
あ
く
ま
で
も

巻
三
ま

で
の
時
点
で
こ
れ
を
判
断
す
る
な
ら
ば
、

「
式
部

卿
宮

の
中

将
」

と
は

読
め
な
い
、
む
し
ろ

「
甲
務
宮

の
中

将
」
と
と
る
方
、
自
然

で
あ
る
と
は
思
わ

れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
理
由

の
第

一
は
、
単

に

「
宮
の
中
将
」
と
だ
け
し
か
書
か
れ

て
い
な
い

の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
を
新

た
な
人
物

の
初
出
形

で
あ
る
と
は
考
え

に
く
い
点

で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の

"宮

の
中
将
"
が
、
す

べ
て

「中
務
宮

の
中
将
」
で
あ

っ
た
諸
本

で
は
、
た

っ
た
こ
れ
だ
け

の
記
述
か
ら
、

こ
れ
を

「
式
部

卿
宮
の
中

将
」
と
考
え

る
こ
と
は
、
到
底

で
き
な

い
筈

で
あ

ろ
う
。

そ
し
て
ま
た
、
A
項

で

「
式
部

卿
宮

の
少
将
」

と
あ

っ
た
本

に
し
て
も
、
既

に
C
項

で
詳
述
さ
れ
た

「
甲
務

宮
の
中
将
」

の
印
象
を
越
え

て
、
こ
れ
を

「
式
部

卿
宮

の
中
将
」
と
と

る

こ
と
が
、
果
た
し

て
可
能

で
あ

ろ
う
か
。

そ
れ

に
加
え
て
、
既

に

「中

将
」

に
昇
進
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な

「中
務
宮

の
少
将
」
に
対

し
て
、

「
式
部

卿
宮

の
少

将
」

の
方
は
、
実

際
に

「
中
将
」
と
い
う
形

で
は
登
場
し

て
い
な

い

と

い
う
事
実

も
あ

る
。

(尤
も
、
こ
の
間
、
中
将

に
昇
進
し

て
い
た
と
し

て
も

不

思
議

で
は
な
い
が
。
)
も
し
作
者
が
、
初
め
か
ら
そ
の

つ
も
り
で
あ

っ
た

の

な
ら
ば
、
そ
の
場
合
、

「
式
部

卿
宮

の
少
将
と
言
ひ
し
、
今
は
中
将
、
参
り
給

ふ
。
」
或
は
、

「式
部
卿
宮

の
中
将
、
参
り
給
ふ
。
」
く
ら

い
の
説

明
が
、
あ

っ
て
も
よ
さ
そ
う
な
も

の
で
あ
る
。

第

二
は
、
「
人
知
れ
ず

思
ひ
扱
は
る

ゝ
人

の
御
事
」
、
つ
ま
り

「
宮
の
中
将
」

の

妹

の
姫
君
が
、
中
務
宮

の
姫
君
で
あ
る
と
解
し
得
る
の
で
は
な

い
か
、
と

い
う

点

で
あ
る
。

こ
の
人
物

に

つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
既
に
、
挿
話
的

に
語
ら
れ

て

御
前

に
人

二
三
人
ば
か
り
ぞ
近
く
さ
ぷ
ら
ふ
て
、
物

言
ふ
を
聞
き
給

へ
ば
、

わ
が
御
う

へ
な
り
け
り
。

「
さ

て
も
珍
し
う
、
ゆ

ゝ
し
か
り
し
夜

の
事

ど
も

か
な
。
音

に
聞
き
し
天
稚
御
子
を
さ

へ
見
し

よ
な
。
」
〈
中
略
〉

「中
務

の

宮
の
姫
君

に
、
そ
の
夜

の
事
を
語
り
聞
え
さ
せ
し
を
、

や
が

て
そ

の
ま

ゝ
に

絵
に
書
き
給

へ
り
し
、
〈
中
略
〉
か
の
姫
君

こ
そ
、
大
将

の
御
具

に
は
せ
ま

ほ
し
う
見
え
さ
せ
給

へ
」
な
ど
、
う
ち
解
け
た
る
物

語
な
ん
す
れ
ど

(
巻
二

P
m
～
㎜
)

こ
こ
に
お
い
て
、
中
務
宮

の
姫
君
は
、
女
房
達
の

「
う
ち
解
け
た
る
物

語
」

の
中

で
と
は
言
え
、
狭
衣
の

「
御
具

に
は
せ
ま

ほ
し
」
き
女
性
と
し

て
点
出

さ

れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
狭
衣
自
身
も
、
心

の
片
隅
で
ゆ
か
し
く
思
う
所

あ

っ
た
ら
し
く
、

さ
れ
ど
、

い

つ
の
ひ
ま
に
か
は
、
か

の
立
聞
き

の
夜
、

「
具

に
し

つ
べ
し
」

と
聞
き
し
宮

の
姫
君
も
、
ゆ
か
し
う
お
ぼ
え
給

て
、

「
「蓬

の
門
』
を
た
よ

り

に
や
せ
ま
し
」
と
、

思
し

つ
ゝ
、
歩

き
の

つ
い
で
に
は
御
目
を

つ
け
給

へ

ど
、
よ
ろ
し
き
人

の
あ
る
気
色
も
な
き
を
、
問
は
せ
給

へ
ば
、

「
今
、
異
人

住
む
な
り
け
り
」
と
、
聞
く
も
、

口
惜
し
。

(巻

二

P
鵬
)

注
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と

い
う
条

を
持

つ
伝
本
も
あ
る
。
後
者

に
つ
い
て
は
、
後

に
な

っ
て
補
入
さ
れ

た
可
能
性
が
あ

る
か
も
知
れ
な
い
の
で
、

一
応
保
留
す
る

に
し
て
も
、

こ
う
し

た
叙
述
が
、
既
に
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
問
題

の
部
分

に
お
け
る
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「人
知

れ
ず
思
ひ
扱
は
る
ゝ
人

の
御
事
」

は
、

こ
の
姫
君

の
こ
と
を
指
し
て
い

る
と
読
む

こ
と
も
、

可
能

に
な

っ
て
く
る
と
思
う
。
作
者

は
こ
こ
に
お

い
て
、

そ
れ
ま
で
別
個

に
描

い
て
来

た

「中
務

宮
の
中
将
」
と

「中
務
宮

の
姫
君
」
と

を
、

改
め
て
兄
妹
と
し
て
明
示
し
、
結
び
合
わ
せ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第

三
の
理
由
は
ヤ
C
項

で
述

べ
ら
れ
た

「中
務
宮

の
中

将
」
と
、

こ
の

「宮

の
中

将
」
と
の
、
人
物
像

の
符
合

で
あ
る
。

引
用
本
文
及
び
そ
れ
に
続
く
部
分

か
ら
窺

え
る

「
宮

の
中

将
」
像
が
、
C
項

で
の
そ
れ

に
よ
く
照
応
す

る
よ
う

に

思
わ
れ
る

の
で
あ

る
。
具
体
的

に
挙
げ
る
と
、

「

(狭
衣
ガ
)
言
ふ
か
た
な
く
、

め

で
た
く
見

え
給

に
、
人

知
れ
ず

思
ひ
扱
は
る

ゝ
人

の
御
事
、

ま
ず

思
出
ら
れ

て
、

こ
の
御
方

の
塵
と
も
な
さ
ま

ほ
し
く

て

(
P
脳
)
」

・

「
こ
の
御
あ
た
り

の
塵
と
も
な
ら
ま

ほ
し
か
り
け
り

(
P
鵬
)
」
と
い
う
感
情
は
、
C

項

で

の

「大
将
殿

の
御
有

様
も
、
な

つ
か
し
く

な
つ
さ
は
ま
ほ
し
さ
に
、
明
暮
、
立
ち

添

ひ
聞
え
た
る
」
と
い
う
こ
の
人
物

の
日
常
か
ら
、
自
然
と
発
露
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
狭
衣

の

「
宮

の
中

将
」

に
対
す
る
言
、

「
昔
よ
り
、
人

よ

り
は
、

こ
よ
な
く
頼
み
聞
え
た
る
か
ひ
な
く

(
P
鋤
)
」
・
「
ま
め
や
か

に
は
、

昔
よ
り
頼

み
聞
え
た
る
を

(
P
瓢
)
」
な
ど
も
、

こ
れ
に
逆

か
ら
対
応
す
る
も

の
と
受

け
と
れ

る
。
更
に
、

こ
の
人
物

の

「人
よ
り

は
お
か
し
き

(P
顎
)
」

と

い
う
秀
逸
性

は
、
C
項

の

「
こ
の
頃
、
殿
上
人

の
中

に
、
何
事
も
勝
れ
た
る

も

の
に
思
は
れ
た
る
」
に
照
応
す
る
も

の
で
は
な
い
か
。
以
上

の
よ
う
な
符
合

は
、
巻

二
と
巻

三
の

"
宮
の
中
将

"
が
、
同

一
人
物

で
あ
る
と
す

れ
ば
、
よ
く

理
解

で
き
る
よ
う
に
思
う
。

四

こ
の
よ
う
な
わ
け

で
、
巻

三
の

「
宮

の
中

将
」

は
、
も
と
も
と

「中
務
宮

の

中
将
」
と
し
て
書

か
れ
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
か
と
、
私

は
考
え
る
次
第

で
あ

る
が
、
も
し
そ
う
だ

と
す
る
な
ら
ば
、
巻

四
に
至

っ
て
、

こ
の

「
宮

の
中
将
」

が

「式
部
卿
宮
の
中
将
」

で
あ
る
こ
と
が
確
定
さ
れ
、

ま
た
、
問
題

の
条

が
、

式
部

卿
宮

の
姫
君
を
め
ぐ

る
物
語
部
分

の
伏
線
的
役
割

を
果

た
し
て
い
る
事
実

と
の
矛
盾
を
、
ど

の
よ
う

に
説
明
す

べ
き

で
あ
ろ
う
か
。
私

は
、

こ
の
矛
盾

に

つ
い
て
、
形
代
構
想
の
胚
胎
時
点
が
、

巻
三
掴
筆
後

で
あ

っ
た
た
め

に
将
来

さ

れ
た
も
の
で
は
な

い
か
、
と
想
像
す
る

の
で
あ

る
が
、
次
に
そ
の
概
略
を
述

べ

て
み
た
い
。

巻
三
を
書
き
終
え
た
時
点

で
、
作
者

の
念
頭
に
は
、
巻
四
展
開
上

の
大
き
な

動
因
と
な
る
、
式

部
卿

宮

の
姫

君
を
軸
と
し
た
物

語

の
構
想
は
な
か

っ
た
。

(と

い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
『源
氏
物
語
』

の
諸

要
素
を
再
構
成

す
る
に
あ
た

っ

て
、
狭
衣
作
者

の
場
合
、
・彼

の
大
動
脈

で
あ

っ
た
形
代
構
想
を
、
自
作

の
中

に

導
入
す
る

こ
と
を
、

こ
れ
ま

で
意
識
的

に
避
け
て
来

た
の
で
は
な
い
か
と
、
私

注

13

に
は
思
わ
れ
る
。

)
と

こ
ろ
が
、
巻

四
を
執
筆
す
る
に
及
ん

で
、
作
者

は
、
狭

衣

に
源
氏
宮

の
形
代
を
与
え
る
こ
と

に
し
た
。
或

は
、

そ
れ
を
余
儀

な
く

さ
れ

た
。

そ
の
時
彼
女

は
、
巻
三

の
終
わ
り
頃

に
書

い
た
、
中
務
宮

の
姫
君

に
関
す

る
挿
話
を
発
展
さ
せ

る
こ
と
を
考
え

つ
い
た
。
し
か
し
、
中
務
宮
の
姫
君

で
は
、

こ
れ
を
源
氏
宮
そ

っ
く

り
の
女
性
に
造
型
す
る
に
は
、
既

に
読
者

に
知

ら
れ
、
一

定

の
イ
メ
ー
ジ
を
植

え

つ
け

て
い
る
点

で
、
些
か
都
合
が
悪
か

っ
た
。
そ
こ
で
、

幸
い
に
も

こ
れ
ま
で
余

り
触
れ
る

こ
と

の
な
か

っ
た
式
部
卿
宮
家

に
着
目

し
、

新

た
に
式
部
卿
宮
の
姫
君
を
創

造
し
て
、
こ
れ
を
源
氏
宮

の
形
代

に
起
用
し
た
。

「源
氏
物
語
』
に
お
い
て
、
紫
の
上

が
式
部
卿
宮

の
娘
で
あ

っ
た

こ
と
も
、

そ

の
背
景

に
あ

っ
た
で
あ

ろ
う
。

こ
こ
に
お
い
て
、
巻
三
の

「
宮

の
中
将
」
は
、

「中
務
宮

の
中
将
」
か
ら

「
式
部

卿
宮

の
中
将
」

へ
と
交
替
し
た
。
こ
の
よ
う
に

し
て
、
冒
頭

に
掲
げ
た
巻

三
の
場
面
は
、
作
者

に
よ

っ
て
、
結
果
と
し

て
伏
線
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と
も
解
さ
れ
る
べ
く
、
操
作

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

五

と
こ
ろ
で
、

こ
れ
ま
で
述

べ
て
来

た
よ
う
に
考
え
る

こ
と
が
、
や
は
り
無
理

で
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、

つ
ま
り
、
巻
三
の

「
宮

の
中

将
」
が
、
当

初

か

ら

「式
部
卿
宮

の
中

将
」

の

つ
も
り

で
、
作
者

に
よ

っ
て
描

か
れ
た
も
の
と
す

る

な
ら
ば
、

こ
れ
は
、
物
語

の
手
法
と
し
て
、
か
な
り
特
異

な
も

の
と
言
わ
ざ

る

を
得
な

い
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
気
が
す
る
。

な
る
ほ
ど
、
物

語
作
者
が
、
そ
の
作
品

の
中

に
そ
れ
ま

で
現
わ
れ
て
い
な

い

人
物
を
、
漠
然

と
し
た
形

で
登
場
さ
せ

る
、
或
は
、

既
出

の
人
物

を
、

そ
れ
ま

で
使
わ
れ

て
い
な
い
呼
称

に
よ

っ
て
呈
示
す
る
と
い
う
、
や
や
唐
突

な
方
法
を

用

い
る

ケ
ー

ス
は
あ
り
得
る
。
読
者

に

「
お
や
」
と
思
わ
せ
、
そ
の
人
物

へ
の

関
心
を
惹
き

つ
け
て
お

い
て
、

あ
と

に
な

っ
て
、

「実

は
」
と

い
う
次
第

で
種

あ
か
し
を
す
る
。

「
狭
衣
物

語
』

の
場
合
、
た
と
え
ば
、
巻
三
に
お
い
て

コ

品

の
宮

(
P
26
)
」
な
る
女
性
が
登
場
す
る
が
、

そ
れ
ま

で
に

「
一
品

の
宮
」

は
現
わ
れ
て
お
ら
ず
、
後

の

「

(
一
条
院

ノ
)
姫
宮

は
、

一
品
に
な
し
た

て
ま

つ
ら
せ
給

へ
り
。

(P
瓢
)
」

と
い
う
記
述

か
ら
、
漸
く

こ
れ
が
、

一
条
院

の

姫
宮
を
指
し
た
も

の
で
あ
る

こ
と
が
判
明
す
る
ケ
ー
ス
な
ど
、
実
例
と
し

て
挙

げ
ら
れ
る
か
と
思
う
。

け
れ
ど
も
、
当
面

の

「
宮
の
中
将
」

に
関
し
て
、
果
た
し
て
こ
れ
と
同
列

に

判
断
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ

ろ
う
か
。
ま
ず

は
、

こ
れ
が
、
巻

二
で
読
者

に

印
象
付
け
ら
れ
た

「中
務

宮
の
中
将
」
と
の
混
乱
を
惹
起
す
る
で
あ

ろ
う

こ
と

を
、
顧
み
て
い
な
い
書

き
様
で
あ

る
点

に
、

ど
う
し

て
も
疑
問
が
残

る
。
巻

一

で
出

て
来

る

"宮

の
中

将
"
が
、
も
と
も
と
は

「
式
部

卿
宮

の
少
将
」

で
あ

っ

た
と
仮
定

し
て
も
、
巻

二
に
お
い
て
ク

ロ
ー
ズ

・
ア

ッ
プ
さ
れ
た
"宮

の
中
将
'

は
、
諸
本

と
も

「
中
務
宮
の
中
将
」
で
あ
る
。
従

っ
て
、
巻

三
に
お

い
て
、

た

と
え
作
者
自
身
が

「
式
部

卿
宮

の
中
将
」

の

つ
も
り

で
あ

っ
て
も
、
た
だ

「
宮

の
中
将
」

と
書

い
た
だ
け
で
は
、
そ
れ
が
読
ま
れ
る
時

点
で
、

「
中
務

宮
の
中

将
」
と
混
同

さ
れ
る

の
は
必
至

で
あ
ろ
う
。
狭
衣
作
者

が
、

こ
う
し
た
危
険
を

予
想
せ
ず

に
、
或
は
そ
れ
を
承
知
し
た
上

で
、

そ
の
よ
う
な
曖
昧
な
登
場

の
さ

せ
方

を
し
た
と
は
考
え
に
く

い
。
加

え
て
、

「
宮

の
中
将
」

の
正
体
が
、
巻
を

隔

て
て
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
点
も
、
ど

う
か
と
思
わ
れ

る
。
果
た
し
て
当
初

の
予
定
と
し

て
、
読
者
が

つ
い
て
行

け
そ
う
も
な
い

こ
の
よ
う
な
特
異

な
手
法

を
、
敢
え

て
作
者
は
用
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

○

以
上
、
か
ね
て
か
ら
疑
念
を
抱
い
て
い
た
、『
狭
衣
物
語
』
巻
三
の

「
宮

の
中

将
」
を
め
ぐ

っ
て
、

ひ
と

つ
の
推
論
を
試

み
た
次
第

で
あ

る
。

「狭
衣
物
語
』

の
複
雑
な
伝
本

情
況
を
思
え
ば
、
右

の
如
く
、
享
受
段
階

で
多
様
化

し
た
現
存

諸
本
を
同
列

に
扱

っ
て
、
作
者
の
構
想
を
云

々
す
る
こ
と

は
、
方
法

の
上

で
か

な
り
問
題
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
の
点
を

い
く
ら
考
慮

に
入
れ
て
も
、
右

の

本
文
上

の
矛
盾

は
解
消
し
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
文

の
原
形

へ
の
潮
源
が

甚
だ
困
難
な
現
状
の
下

で
は
、
敢
え
て
こ
う
し
た
試
論
を
提
出
す
る
こ
と
も
許

さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

注

1

以
後

"

'
を
付
し
て
宮
の
中
将
と
表
記
し
た
も
の
は
、
式
部
卿
宮
ま
た
は
中
務
宮
の
子
息
と
考

え
ら
れ
る
人
物
の
、
少
将
か
ら
中
将
に
至
る
ま
で
を
総
称
代
表
す
る
。
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2

本
稿
に
お
け
る
狭
衣
物
語
本
文
の
引
用
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
依
拠
す
る
。

3

た
と
え
ば
、
下
紐

「後
式
部
卿
御
子
」

・
清
水
浜
臣
書
入
本

「後
式
部
卿
宮
の
御
子
也
」

.
有
朋

堂
文
庫

「後
式
部
卿
宮
の
子
」

・
校
註
日
本
文
学
大
系

「後
式
部
卿
の
宮
の
子
」

・
日
本
古
典
文
学

大
系

「後
式
部
卿
宮
の
子
。
巻
四
に
宰
相
中
将
と
あ
る
人
。
」

(全
書
は
、
こ
れ
に
頭
注
を
施
し
て

い
な
い
。
)

4

d

一
覧
表
は
、

「校
本
狭
衣
物
語
」

(巻

一
・
巻
二
)
に
拠
り
、
該
当
箇
所
を
復
元
し
て
作
成
し

た
。
た
だ
し
、
細
川
本
に
つ
い
て
は
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
を
直
接
管
見
し
て
加
え
た
。

e
次
の
諸
本
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
示
す
文
献
に
拠

っ
て
異
同
を
確
認
し
た
。
=
承
応
版
本

(九
州
大
学
文
学
部
蔵
本
)

・
深
川
本

(古
典
文
庫
影
印
)

.
宝
玲
本

(古
典
文
庫
影
印
)

.
鎌
倉

本

(古
典
研
究
会
影
印
)

・
蓮
空
本

(古
典
文
庫
翻
刻
)
・
大
島
本

(未
刊
国
文
資
料
翻
刻
)

.
内

閣
本

(日
本
古
典
文
学
大
系
)

ハ
諸
本
の
配
列
は
、
便
宜
上
、
巻

一
.
巻
二
を
通
じ
て
校
本
巻

一
凡
例
の
順
に
従
い
、
古
活
字
本

及
び
細
川
本
は
、
仮
り
に
右
の
位
置
に
挿
人
し
た
。
ま
た
、
校
本
巻
二
の
み
に
用
い
ら
れ
て
い
る
高

野
本

・
平
瀬
本
は
、
最
後
に
置
い
た
。

■
諸
本
間
の
表
記
上
の
差
異
は
、
こ
れ
を
統

一
し
た
。

㈱
以
下
の
考
察
は
、
こ
れ
ら
諸
本
の
範
疇
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。

5

為
秀
本

・
細
川
本

・
竹
田
本
の
三
本
に
は
、
「中
務
宮
」
と
あ
る
が
、
「若
上
達
部
、
あ
ま
た
候
給

(P
42
)
」
う
た
こ
の
夜
の
管
弦
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
成
長
し
た
子
を
持

つ
年
齢
の

「
甲

務
宮
」
が
、
そ
の
中
に
加
わ

っ
て
い
た
と
す
る
よ
り
も
、
若
き
名
手
た
ち
が
鼓
演
し
た
と
見
る
方
が

妥
当
で
あ
ろ
う
。
よ

っ
て
今
は
、
こ
れ
を

「
の
少
将
」
の
脱
落
し
た
本
文
と
見
倣
し
て
、
考
察
の
対

象
か
ら
除
外
す
る
。
ま
た
、
前
田
本
は
、
こ
の
部
分
を
欠
い
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
考
慮
し
な
い
。

6

「狭
衣
物
語
の
伝
来
ー
巻

一
を
中
心
と
し
て
=
」

(
「国
学
論
纂
」
昭
和
十
七
年
六
月
)

7

「宮
の
中
将
」
と
な

っ
て
い
る
伝
本
も
あ
る
が
、
「中
」
は

「少
」
の
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

特
に
顧
慮
し
な
く
と
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

8

大
島
本
巻

一
は
、
蓮
空
本
と
同
系
本
文
で
あ
る
上

(三
谷
栄

一
編
著

・
未
刊
国
文
資
料

「九
条
家

素
蔵
本
狭
衣
物
語
と
研
究
」
解
説
ほ
か
)
、
B
項
で
は

「宮
の
少
将
…
…
か
の
」
を
欠
き
、
ま
た
、

細
川
本
も
同
じ
部
分
を
欠
く
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
項
の
考
察
の
対
象
か
ら
は
除
外
す
る

。

9

承
応
版
本
の
注
釈
で
あ
る
清
水
浜
臣
書
人
本
、同
じ
く
有
朋
堂
文
庫
本
、校
註
日
本
文
学
大
系
本
、

ま
た
、
古
活
字
本
の
注
釈
で
あ
る
日
本
古
典
全
書
本
と
も
、
こ
の
部
分
の

「宮
の
少
将
」
を

「式
部

卿
宮
の
少
将
」
、

「か
の
宮
」
を

「式
部
卿
宮
」
と
解
し
て
い
る
が
、
い
か
が
か
。
た
だ
し
、
全
書

巻
末
の
系
図
に
は
、

「か
の
宮
の
子
」
と
な

っ
た

「男
子
」
の
注
と
し
て
、

「父
ハ
後
ノ
式
部
卿
宮

ア
ル
イ
ハ
中
務
宮
力
」

(傍
点
筆
者
)
と
あ
る
。

.

一

10

前
田
本
は
、
A
項
の
該
当
箇
所
を
欠
い
て
い
る
よ
う
な
の
で
不
明
。

11

細
川
本
、
前
田
本
は
除
く
。

12

深
川
本

・
平
出
本

・
内
閣
本

・
為
相
本

・
大
島
本

.
細
川
本

.
鈴
鹿
本

.
雅
章
本

.
宮
内
庁
四
冊

本

・
四
季
本

・
宝
玲
本

・
文
禄
本

・
宮
内
庁
三
冊
本

.
松
井
本

.
吉
田
本

.
鎌
倉
本

・
松
浦
本

.
前

田
本

・
高
野
本

13

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
も
し
機
会
が
あ
れ
ば
別
に
論
じ
て
み
た
い
と
思
う
の
で
、
今
は
触
れ
な

い
。

一

の

9一う


